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読書メモ

1． 仏教と神道　　ひろ　さちや（東大文学部印度哲学科卒、1965年より1985年まで気象大学教授）新潮新書
2． 神道と神社　武光　誠　（明治学院大学教授）　河出書房新社
今後、「神道とコンプライアンス」について、研究を行っていきたいと思う。その前提として、「神道」について、その内容についてより深い理解のため各種文献にあたっていきたい。
神道の日本社会での関わりは？（概要）
1 「神道」は、古来あった神々への信仰が、仏教、道教、儒教などの影響を受けて展開してきた宗教である。「神道」には、最初から明確な教義があったわけではなく、長い時間をかけて神学が形成され、とりわけ近世になって体系化が進められた。また、古来の伝統的な信仰や儀礼が「神道」として認識されるようになったのは、仏教の伝来以降のことと考えられる。しかし、「神道」と仏教とは明確に区別されず、神仏習合と呼ばれる融合した形をとった。
2 中世になると、仏が人々を救うために神に姿を変えてこの世に現れ、神仏は本来同一であるとする本地垂迹説(ほんじすいじゃくせつ)が流布し、神仏習合がさらに複雑化した。

3 「神道」と仏教とが、今日のように明確に区別されるようになったのは、両者を明確に区別することを目的とした、明治期の神仏判然令の結果である。現在では、一般に神社を中心とする信仰や儀礼が、「神道」として認識されている。

1.仏教と神道　　ひろ　さちや：
感想：

仏教と神道の違いが分かりやすく説明してある。日本文化は、仏教的なものと神道的なもの上になりたっている。長い年月の中で両者は、影響しあい、あるいは、融合し日本文化の独特の幅と性格をつくりあげている。

　仏教と神道についての基本的な知識を平易に解説すると同時に日本文化を考える上にも多くの参考となる。50のQ&Aが記載されている。
いくつかのポイントをあげてみると：

1 仏教と神道の根本的な違いは？

　仏教は、世界宗教、神道は、民族宗教である。また仏教は、現実世界（現世）を超えた普遍的な価値を教える宗教であるのに対し、神道は、現実世界（現世）を中心とした利益をもたらす宗教である。日本人にとっては、仏教は、外来宗教、神道は、伝統宗教である。
2 神道は、どのような宗教か？

　　神道は、日本人の宗教（神道の信者は、純粋の日本人である）である。神道は、ふだんの状態では、無意識、習俗的であり、仏教が伝来した6世紀の半ばに神道の活性化が目立った。仏教は、外国の神であり、そのような外国の神をおがむと日本の神は、怒るだろうと考え、神道側の人間が盛んに仏教を攻撃した。
3 神道の教派は？

　　神道は、「生活原理」であり、祭礼儀礼を中心とした宗教である。しかし、中世から近世にかけて「古事記」や「日本書紀」などの古典によって神道理論、神道神学が成立した。

　神社中心の祭礼儀礼を中心とした神道を「神社神道」教学を中心とした神道を「学派神道」と呼ぶ。
「学派神道」には、つぎのようなものがある。

伊勢神道、吉田神道、儒家神道、吉川神道、垂加神道、復古神道。

この中の「復古神道」は、本居宣長によって唱えられ、平田篤胤によって発展大成されたものであり、明治政府は、復古神道の理念に基づいて神仏分離を実行し神道の国教化を進めた。そのような明治政府のあり方に不満をもった者たちが独自の教義を布教するために分派・独立した。それが、「教派神道」である。明治政府にとって公認されたものが、つぎの13であり。これを「教派神道13派」と称している。
神道大教、黒住教、神道修正派、出雲大社教、扶桑教、実行教、神道大成教、神習教、御嶽教、神理教、禊（みそぎ）教、金光教、天理教、
4 神とは何か？
　　神とは、本居宣長によると「尋常でないもの」「すぐれたもの」と述べている。

また、神のいるところは、

高天原（たかまがはら）―中つ原　―　根の国
（天上）　　　　　　　（地上）　（黄泉の国、死後に魂がゆく世界、地下・海のかなた）
5 神道の祝詞（のりと）とは：
　　神々の徳をほめえたたえるもの、そして神々に供え物を供えることを申し述べたもの。神の恵み、家内安全、商売繁盛、病気治癒などを祈願しまた、実現に際して神々に感謝をささげる、神々へのそのような奏上の言葉が、「祝詞」と理解されている。これに対し、仏教のお経（経典）は、基本的に仏の教えを書き記したものである。
2.神道と神社　武光　誠　

感想：

日本人なら知っておきたい神道と神社について、神道がわかれば、日本の歴史が見え、神社を知れば、日本人の心が読めると述べている。【継続】
1 神道にとって「神」とは、何か？

古代人は、人間の能力を超えるもの、つまり、人間より上位にくるもの、偉いものが全て、「かみ（上、神）」と考えた。また、日本の神々は自然神と人格神に分けられ、自然物である太陽の神、月の神、海の神などが前者で、祖先の霊などの亡くなった人間が神とされたものが後者である。日本人は、神は、人間以上の力を持つが、人々を威圧して支配することは、ないと考えていた。そして人間も神々も平等な価値をもつ霊魂とされた。
　　日本人は、「八百万（やおよろず）の神」と呼ばれる多くの神々を祭ってきた。山には、山、川には、川の神がいる。そして一時代の神道のあり方は、その時の政治や文化の特徴をそのまま映し出す鏡のようなものになっている。これは、神道が、ほかの宗教（キリスト教、イスラム教、ユダヤ教など）のような聖典の記す固定された戒律で人間をしばりつけるものでないからである。神道は、もともと人間のもつ良心に対する全面的な信頼のうえになりたっている。
2 「穢れ（けがれ）」と「祓（はらい）」の意味について：
「穢れ」とは、「気枯れ（生命力が枯れる）」

神道では、罪を犯すことを好む人間は、いないとする考えにたち、罪人は、「気の枯れた」気の毒な人とされた。そのため神を信仰する人々は、日頃から「けがれ」を近づけないように清く明るく過ごすようにつとめている。
「穢れ」を清めることを「はらい」という。神道では、良心に恥じる行為が罪につながる「けがれ」であるするとの考えがとらえてきた。神の心、自分の心に照らして悪いことをしてはならない。

　日本人は、法律的には、罪にならなくても、「きたないこと」をする「きたないやつ」をたいそう嫌ってきた。【この部分にコンプライアンスとの兼ね合いが注目される】
3 神道と仏教の死生観の違いとは？：
仏教：死　――＞生前の行いの　　　　――＞極楽
　　　　　　　　善悪によって　　　　――＞六道（ろくどう）

（苦しみの世界）　
神道：死　――＞　神　　　　　　　――＞祖霊神
　　　　（浄化）　　　　　　　　　　　（家を守る）
4 厚い信頼を集める神社（全国の神社の総数：約12万）
出雲大社（大国主命をまつり巨大なる神殿を誇る数々の伝承に彩られたる最古の神社）

伊勢神宮（古くから皇室が重んじる一方、庶民にも広く愛され続けた神社）

春日大社（平安時代の藤原氏の繁栄を今に伝える）

北野天満宮（学問の神、菅原道真をまつり、受験生が祈願に集まる）

宇佐神宮（かっては、八幡大菩薩と呼ばれた武士に重んじられた神社）
伏見稲荷大社（きつね塚と朱塗りの「千本鳥居」をくぐっての参拝が有名）

鹿島神宮（神話では、大国主命を従わせた力強い雷の神を祭る神社）

香取神宮（武神をまつり、鹿島神宮と並び武道家に信仰される神社）

厳島神社（海面にせりだすように造られ「日本三景」の一つ）
日光東照宮（徳川家康を神としてまつる観光名所としても有名）
愛宕神社（火災よけの神として広く信頼されている）

神田神社（江戸幕府の保護を受けて隆盛）
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